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切 1 2 5 L4
図3 CNV波形の例










S一一S2間隔 刺激モード バターン 1 バターン Ⅲ 陰 性
2 秒 re苫ular 13(26.5) 29(59.2) 7(1.4.3)
random 15(30.6) 25(51.0) 9(18.4)














































































St-S2 モード バターン S(十SeC) Tt(■SeC) T2(■SeC)
2 秒 REG I(N=13) 462.5±121.9 692.2士254.5 876.8±248.9
Ⅱ(N=29) 464.4士123.5 L 1577.0±134.3
RAN I(N=15) 412.0±83.0 739.9±148.0 842.6土l195.0
ⅡくH=25) 532.5土222.1
3 秒 REG I(N=15) 479.6土164.1 1413.0±233.1
Ⅱ(N=16) 1155.0土534.94 1899.0士548.3-2





CNVのバターン SVR p-VEP潜時(msec) 握G-くLV) 潜時(RtSeC) 振l后(LV)
I(N=5) 16.5±4.3 105.0±6.1 67.6±25.0

















潜時(FbSeC) 振幅(LV) 潜時(tsec) 振幅(FLY)










































































































































もある｡ しか し,本研究で示唆 された ように
CNV は大脳皮質活動 レベルのわずかな変化 に
よって波形が変化する可能性があり,今後の研究
にあたっては覚醒水準の変化にすぎない電位変化
を要素波として抽出している危険性があることを
銘記すべきであろう｡
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要 約
cNVの記録条件を検討する目的で,健康若年成人49名 (男12,女37)を対象にS1-SZ+Rパラダイム
を用いてCNVを記録した｡Sl-S2間隔2秒のほうが3秒よりも安定してCNVが記録されたが,刺激間
隔とは無関係に26-30%の試行で二峰性の陰性変動をもつ非定型な緩電位が記録された｡この緩電位は同
一被検者でも出現性が一貫せず,個体差よりも被検者の状態に依存していた.二峰性陰性波のうち,後期
成分は準備電位に対応するものと思われたが,前期成分はSl後900-1100msecにピークをもつ陰性波で,
これまで報告されているCNVの要素波とは対応しなかった｡また,この非定型cNVを示す被検者では
cNV出現が不安定で,SVRおよびパターンVEPの振幅が低い傾向があり,試行時の被検者の覚醒水準低
下よるものではないかと考えられた｡
(1990年11月5日受理)
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